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研究成果の概要（和文）：本研究では、非分割財が存在する経済における動学的安定な結果につ

いて分析を行った．その結果，今までには経済学的観点から挙げられた様々な結果や事象に対

する新たなゲーム理論的を与えることに成功した．即ち，多くの経済学で適用されている概念

や事象は，意思決定主体間の行動に対しても安定であることを示した．ただし，本研究におい

て採用している安定性の概念はゲーム理論で最初に定義されたフォン・ノイマンとモルゲンシ

ュテルンにより提唱された安定集合を指す． 

 
研究成果の概要（英文）：The main purpose of this research is to examine the dynamic 

stability of outcomes in several economic examples that include indivisibilities of the goods 

that arise in these models.  The main findings of this research show that in the models 

considered here, phenomena and concepts that have been defined in the economic 

literature are found to be stable as defined in some variant of von Neumann and 

Morgenstern’s stable sets. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究では，非分割財の配分問題の動学的

モデルを考察し，安定性の概念から分析を行

う事を目的とする．このモデルは、非分割財

が存在する従来の経済学的環境に限らず，

様々な分野や問題にも応用されている．学校

選択の問題や研修医の配属問題や労働者と

企業間のマッチング問題など広く適用され

ている．特に，アメリカ合衆国では，学校選

択の分野において実績を挙げている．ただし，

先行研究では、主に静学的な分析しかなされ

ていない．すなわち，このような配分問題を
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一回限りで決める状況を考えており，その後

再びマッチングを変える可能性を事前に排

除し，分析を行っている． 

 

２．研究の目的 

 

従来のゲーム理論で適用されている解概

念は，一回限りプレイされると仮定されてい

る場合が多く，繰り返しないしは何度もゲー

ム的状況が続くことは想定されていない．特

に，非分割財配分問題など協力ゲームの部類

に入るモデルにおいての分析はほとんどな

されていない． 

しかしながら，我々の身の回りの状況をで

も考えると，何期にも及ぶ意思決定を強いら

れることも少なくはない．本研究では，この

「一回限り」の仮定を外した上で，意思決定

主体がある程度の先見性を持つことを仮定

した時，どのような結果が導かれるかを考察

する． 

 

 

３．研究の方法 

 本研究では，非分割財配分問題だけでなく

先見的安定集合を使った論文を幅広く調べ

サーベイをし，学会やセミナーなどを通して

諸分野で活躍されている研究者とディスカ

ッションを行いながら，過去の結果で使われ

ている手法をヒントとして，新たな理論を構

築していく方法をとっている． 

 特に，安定集合関連の研究においては，他

の解概念と異なり，数学的手法が決まってお

らず，かなり幅広い知識が必要になることに

なる． 

 
４．研究成果 

（１） 立地問題における動学的安定性 

(Shino and Kawasaki (2012)) 

立地問題モデルは，Hotelling (1929)により

モデル化され，ある直線の上で、企業が立地

場所を決め競争をするモデルである．この立

地問題の多くの研究では，Hotelling (1929)

により提唱された principle of minimum 

differentiation (MD 現象) と呼ばれる，企業

がある地点において集中的に立地する現象

を，均衡概念により導くことが可能かどうか

を分析した．しかし，Eaton and Lipsey 

(1975)などの先行研究の結果では，二人のケ

ースでは MD 現象による立地がナッシュ均

衡になることが知られているが，３人以上の

ゲームにおいては均衡による立地の組合せ

が変わり，従来のゲーム理論のツールによっ

て MD 現象を説明することができない． 

本研究では，プレーヤーが十分な先見性を

持つことを仮定して上でChwe (1994)により

定義された「先見的安定集合」を適用した．

その結果，プレーヤーの人数に関わらず，MD

現象が安定な結果としてあり得ることを示

した．しかし，ぷれーやーの数が３人以上の

場合は，他にも先見的安定集合が存在するこ

とがわかり，従来のフォン・ノイマンとモル

ゲンシュテルン(vNM) 安定集合の同様に，

少なくとも２種類の先見的安定集合が存在

することを明らかにした．MD 現象を表す対

称解と一企業が別の場所に立地し，残りが一

カ所にとどまるような差別解がそれぞれ存

在することを明らかにした．したがって，MD

は 複 数 の中 の 一つ の安 定 な行 動 基準

（standard of behavior）であることを示し

た． 

 

（２） Roth and Postlewaite (RP) 安定性

について (Kawasaki (2011)) 

 

非分割財市場だけでなく協力ゲーム全般に

おいて一番広く適用されているのがコアと

呼ばれる概念である．従来の協力ゲームにと

いてコア配分とは，その配分に対してある提



 

 

携が結託し，もとの配分よりもよい配分を彼

らで実現できない配分のことを指す．コア配

分が達成されれば，他の提携により別の配分

が実現されることはない．そのため、コアは

ある一種の安定性を満たしているといえる．

しかし，取引の機会が１回だけでなく複数回

ある場合は，先程のようにうまく解釈ができ

なくなると Roth and Postlewaite (1977)が

示した． 

彼らは，新たな安定性概念を提唱し（ここ

では RP 安定異性と呼ぶ），コア配分よりも

さらに条件が強い強コア配分がこの RP 安定

性を満たすことにより強コアを採用した．ま

た，RP 安定性の条件は Shitovitz (1973)によ

り定義された競争均衡に近い概念である効

率均衡(efficiency equilibrium)と同値である

ことを示し，経済学的観点からの解釈を与え

た． 

本研究では，RP 安定性そのままの条件に

ついて分析対象を絞り，この RP 安定性がど

のようにゲーム理論的安定性を調べた．具体

的には，RP 安定な配分全体が一種の安定集

合であることを示した．この事実により、RP

安定な配分も非分割財市場モデルの解概念

として十分に考察する意味があることを示

した． 

また Konishi, Quint, Wako (2001) (今後

KQW と記す)のように財の種類を増やした

モデルを考察した場合でも，RP 安定な配分

の存在が保証され，従来の研究で適用されて

いるコアや競争均衡よりは存在性の観点か

ら優れていることも示した．しかし，KQW

は財の種類を二種類以上に増やした場合は

Shapley-Scarf 市場における様々な結果（例

えばコア配分の存在性）が得られないことが

知られている．そのような結果の中，RP 安

定な配分の存在性が成り立つのは重要であ

る．しかし，RP 安定性と vNM 安定性の関連

性は Shapley-Scarf の時に成り立った結果を

用いて証明しているため，安定性や効率均衡

との関連性を調べる必要がまだ残っている． 

 

（３） 投票モデルにおける平均ルールの動

学的安定性について  (Yamamura and 

Kawasaki (2012)) 

 

今まで，直感的にはわかりやすい平均ルー

ル(average rule)と呼ばれる政策の決め方に

ついては，あまり理論的な考察が行われなか

った．なぜなら，Moulin (1980)などの先行

研究では中間値を与えるルール(median 

rule)がstrategy-proof(人々が真の選好を表

明することが必ず最適であるという性質)か

つパレート効率的であることが知られている

．一方，Saijo et al. (2007)ではこの中間値ル

ールを適用した場合には，全てのプレーヤー

が真の選好を表明したことにより実現された

パレート効率的な結果のほかに，別のパレー

ト非効率的な均衡も存在していることも知ら

れている． 

一方，平均値ルールを使うゲームを適用す

ると，このゲームの全ての均衡では各個人の

真の選好の中間値が実現されることになる．

すなわち、中間値を実現するには二つの方法

があることになる．しかし，平均値ルールに

は中間値ルールと違い，strategy-proofではな

いため，先行研究ではあまり考察がなされて

いない．しかし 

本研究では，average ruleを適用するゲー

ムについて考察した．その結果，average rule

を用いるゲームの均衡が動学的安定であるこ

とを示した. 結果を示すため，あまりこの分

野で使われていないポテンシャルゲームの理

論（Monderer and Shapley (1996)）を用い

て証明した．ポテンシャルゲームをメカニズ

ムデザイン理論に応用した例は少なく，特に

このような投票の環境においては先行研究が

ない．また、この手法はこの投票のモデルだ

けでなく非分割財市場などにも幅広く応用が

できると考えている． 

 

（４）Shapley-Scarf 市場における遠視眼的

安定な配分の集合 

 



 

 

Kawasaki (2010)やKlaus et al. (2010)では

，意思決定者がある程度の先見性を持ったと

き，競争均衡配分が実現されることを示し，

競争均衡に対するゲーム理論的解釈を与える

ことができた．しかし，不可分財が存在する

経済において競争均衡配分が必ずしもパレー

ト最適とは限らないため，本研究ではパレー

ト最適かつ個人合理性をみたす配分に対して

も同様なゲーム理論的な説明を与えることを

試みた． 

 本研究では weak domination を基に定義

した遠視眼的安定集合を適用した．上記の先

行研究では主に strong domination を基に定

義しているが，安定集合を考える際，基とな

っている支配関係により結果が大きく変わ

ることはよく知られている．パレートかつ個

人合理的な配分は遠視眼的安定集合となる

ことを示したが，唯一性は課題として残る． 

 ここまでの結果は，Klaus et al. (2011)の

ルームメイト問題における結果に似ている

部分がある．ただし，その結果に至るまでの

論法などがかなり異なっているため，どの程

度まで参考になるかは今後の課題になって

いる． 
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